









































































































































































































































































































































































































れる。また『永平広録』巻 2 ･第1５4上堂、巻 4 ･第334上堂においても、「見性」
が否定的に用いられている。さらに巻 6 ･第430上堂においては、『嘉泰普燈
録』巻一からの長文の六祖伝の引用において、「唯論見性」の箇所のみ「唯
論仏性」に改変されていることが『道元禅師全集』（春秋社七巻本）巻
4 ･16頁脚注において指摘されている。このほか、「自証三昧」巻では、見
性を重視する大慧宗杲を強く批判した内容が見られる。
